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星
島
の
印
象
と
白
梅
学
園
と
の
関
わ
り

星
島
二
郎
と
い
え
ば
、
す
ら
り
と
し
た
細
身
で
長
身
、
そ
し
て
一

貫
し
て
自
由
と
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
政
治
や
法
曹
の
世
界
で
活
躍

し
た
人
と
い
う
印
象
が
強
い
。
と
り
わ
け
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
さ

な
か
に
、
嵐
に
抗
し
て
民
衆
本
位
の
司
法
や
政
治
の
必
要
を
訴
え
た

姿
、
ま
た
女
性
な
ど
差
別
を
受
け
て
い
る
階
層
に
対
す
る
保
護
や
権

利
の
付
与
を
先
導
的
に
訴
え
た
姿
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

星
島
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
時
代
に
あ
っ
て
は
進
歩
的
・

革
新
的
で
あ
っ
た
自
由
主
義
的
法
律
家
の
な
か
で
も
、
穏
や
か
な
が

ら
理
想
を
失
わ
ず
に
、
誠
実
に
生
き
る
若
手
と
し
て
期
待
を
集
め
て

い
た
。
白
梅
学
園
と
の
か
か
わ
り
も
、
実
は
そ
の
よ
う
な
困
難
の
多

い
運
動
に
従
事
し
て
い
る
厳
し
い
時
代
に
遡
る
の
で
あ
る
。

星
島
と
白
梅
学
園
の
関
係
は
、
就
任
し
た
役
職
な
ど
を
通
し
て
見

る
限
り
、
け
っ
し
て
長
く
深
い
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

短
期
間
と
は
い
え
理
事
長
の
職
ま
で
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
白
梅
学
園
関
係
者
と
の
人
間
的
な
結
び
つ
き
、
学
園
の
応
援
団
と

し
て
の
役
割
を
見
る
と
、
そ
の
関
係
は
長
く
深
い
。
理
事
長
に
就
任

し
た
の
は
、
そ
の
背
後
に
い
る
応
援
団
の
位
置
か
ら
表
に
出
た
僅
か

の
期
間
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑧

学
校
法
人
白
梅
学
園
理
事
長
　
小
松
隆
二

星
島
二
郎

―
日
本
の
民
主
主
義
を

先
導
し
た
政
治
家
―

星
島
二
郎

―
日
本
の
民
主
主
義
を

先
導
し
た
政
治
家
―
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そ
れ
だ
け
に
、
自
由
や
民
主
主
義
の
た
め
に
時
に
は
命
が
け
で
生

き
、
闘
か
っ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
以
来
の
長
年
の
同
志
で
あ

っ
た
穂
積
重
遠
、
牧
野
英
一
、
古
島
一
雄
、
そ
し
て
小
松
謙
助
ら
の

理
念
や
思
い
出
が
ど
こ
か
に
息
づ
い
て
い
る
白
梅
学
園
の
理
事
長
就

任
は
、
星
島
に
と
っ
て
も
何
か
し
ら
懐
か
し
く
心
温
ま
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

星
島
の
足
跡

星
島
二
郎
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
一
一
月
六
日
、
岡
山
県

児
島
郡
藤
戸
村（
現
倉
敷
市
）に
生
れ
た
。
生
家
の
あ
る
藤
戸
は
倉
敷

市
の
東
南
に
広
が
り
、
岡
山
と
も
そ
う
遠
く
は
な
い
が
、
実
家
は
そ
の

地
の
大
庄
屋
を
務
め
た
旧
家
で
あ
っ
た
。
父
は
貴
族
院
議
員
も
経
験
し

た
謹
一
郎
、
兄
は
義
兵
衛
。
次
男
の
二
郎
は
「
に
ろ
う
」
と
読
む
。

星
島
は
地
元
で
中
学
ま
で
修
学
し
、
六
高
を
経
て
東
京
帝
国
大
学

法
科
大
学
独
法
科
に
入
学
、
一
九
一
七
年
に
卆
業
し
た
。

卒
業
後
、
弁
護
士
を
開
業
。
郷
土
の
大
先
輩
犬
養
毅
の
秘
書
を
経

て
、
一
九
二
〇
年
、
三
二
歳
で
衆
議
院
議
員
に
立
憲
国
民
党
か
ら
岡

山
県
第
2
区
で
立
候
補
、
当
選
。
こ
の
年
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
仲
間
で
、

戦
後
社
会
党
最
初
の
首
相
に
就
任
す
る
片
山
哲
ら
と
と
も
に
東
京
・

日
比
谷
に
中
央
法
律
事
務
所
を
開
設
。
低
費
で
相
談
を
う
け
る
な
ど

民
衆
本
位
の
民
主
主
義
・
自
由
主
義
の
立
場
で
市
民
運
動
を
展
開
し

た
。
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
研
究
に
端
を
発
す
る
森
戸
辰
男（
当
時
東
京
帝

大
経
済
学
部
助
教
授
）の
筆
禍
と
処
分
問
題
の
か
か
わ
る
森
戸
事
件

も
担
当
、
言
論
・
学
問
の
自
由
を
擁
護
し
た
。
ま
た
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
一
翼
を
担
う
『
中
央
法
律
時
報
』『
大
学
評
論
』
な
ど
の
機

関
誌
や
雑
誌
を
刊
行
、
編
集
に
あ
た
っ
た
。

実
は
星
島
が
社
会
教
育
協
会
、
そ
し
て
白
梅
学
園
と
か
か
わ
り
を

持
つ
き
っ
か
け
は
、
こ
の
法
律
事
務
所
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
。
星

島
と
片
山
は
、
彼
ら
の
運
動
の
よ
き
理
解
者
・
支
援
者
の
一
人
と
な

る
小
松
謙
助
と
そ
こ
で
知
り
合
う
。
小
松
の
東
京
日
日
新
聞
時
代
で

あ
っ
た
が
、
取
材
な
ど
の
仕
事
を
超
え
て
支
援
者
と
し
て
よ
く
顔
を

出
し
た
。
小
松
に
と
っ
て
は
明
治
の
頃
平
民
社
の
理
想
と
運
動
に
共

鳴
し
た
若
い
時
代
の
夢
と
息
吹
が
、
第
一
次
大
戦
後
は
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
に
共
鳴
・
支
援
す
る
生
き
方
で
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
、
星
島
も
、
小
松
と
は
終
生
交
際
を
続
け
、
社
会
教

育
協
会
の
設
立
と
維
持
に
あ
た
っ
て
は
、
片
山
と
と
も
に
小
松
を
支

援
し
た
し
、
ま
た
白
梅
学
園
に
も
理
事
お
よ
び
理
事
長
と
し
て
協
力

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

な
お
、
星
島
は
、
白
梅
学
園
に
は
、
小
松
の
逝
去
、
そ
し
て
牧
野

英
一
の
学
長
辞
任
を
う
け
て
、
一
九
六
二
年
八
月
に
理
事
に
就
任
、

一
九
七
一
年
に
は
曽
志
崎
誠
二
理
事
長
の
逝
去
に
と
も
な
い
理
事
長

に
就
任
す
る（
一
九
七
三
年
ま
で
の
二
年
間
）。
あ
わ
せ
て
、
社
会
教

育
協
会
と
白
梅
学
園
の
合
同
葬
と
し
て
挙
行
さ
れ
た
小
松
の
葬
儀
に

際
し
て
は
、
代
表
し
て
追
悼
の
辞
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
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話
は
衆
議
院
議
員
初
当
選
に
戻
る
が
、
そ
れ
以
来
、
星
島
は
一
九

六
三
年
の
総
選
挙
ま
で
連
続
一
七
回
当
選
を
果
た
す
。
し
か
し
、
一

九
六
七
年
に
四
七
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
る
国
会
議
員
生
活
に
終

止
符
を
う
っ
た
。
こ
の
間
、
立
憲
国
民
党
、
革
新
倶
楽
部
、
立
憲
政

友
会
、
戦
後
は
日
本
自
由
党
、
民
主
自
由
党
、
日
本
民
主
党
、
自
由

民
主
党
な
ど
に
参
加
。
あ
わ
せ
て
鉄
道
参
与
官
、
司
法
政
務
次
官
、

商
工
大
臣
、
国
務
大
臣（
無
任
所
）、
民
主
自
由
党
総
務
会
長
、
さ
ら

に
は
衆
議
院
議
長
な
ど
を
務
め
た
。

さ
ら
に
、
多
忙
の
時
間
を
ぬ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
活
動
に
も

協
力
し
た
し
、
ま
た
絵
画
、
俳
句
な
ど
の
趣
味
も
楽
し
ん
だ
。

民
主
主
義
者
と
し
て
の
活
動

以
上
の
よ
う
な
推
移
の
な
か
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
星
島
は
、
い

わ
ゆ
る
保
守
系
の
流
れ
の
な
か
で
も
、
つ
ね
に
革
新
的
、
民
主
主
義

的
立
場
に
位
置
し
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
華
や
か
さ
は
な
い
が
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
清
廉
で
誠
実
な
政
治
家
と
し
て
も
評
価
さ
れ

続
け
た
こ
と
も
留
意
さ
れ
て
よ
い
。

例
え
ば
、
一
九
二
二
年
に
、
政
界
再
編
の
動
き
の
な
か
で
立
憲
国

民
党
、
無
所
属
倶
楽
部
、
そ
れ
に
憲
政
会
の
一
部
が
革
新
倶
楽
部
を

結
成
す
る
。
同
倶
楽
部
は
、
時
代
を
先
導
し
、
今
日
に
も
生
き
る
理

念
や
施
策
を
掲
げ
た
歴
史
に
残
る
結
社
で
あ
る
。
日
本
の
民
主
主
義

を
担
っ
た
犬
養
毅
、
島
田
三
郎
、
尾
崎
行
雄
、
古
島
一
雄
、
植
原
悦

二
郎
ら
と
と
も
に
、
星
島
は
そ
の
中
心
の
一
人
で
あ
っ
た
。
普
通
選

挙
制
、
知
事
の
官
選
か
ら
公
選
へ
の
改
革
、
地
方
自
治
の
拡
大
、
義

務
教
育
修
学
年
限
の
延
長
、
労
働
・
小
作
問
題
の
弾
圧
か
ら
ル
ー
ル

に
基
づ
く
解
決
へ
の
協
調
路
線
、
軍
縮
な
ど
が
主
張
・
目
標
で
あ
っ

た
。
そ
の
多
く
は
当
時
の
政
界
の
現
実
や
認
識
水
準
を
大
き
く
超
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。

ほ
ど
な
く
そ
の
動
き
に
続
く
よ
う
に
、
清
浦
特
権
内
閣
打
倒
を
め

ざ
す
活
動
を
契
機
に
始
ま
る
第
二
次
護
憲
運
動
で
も
、
革
新
倶
楽
部

は
護
憲
三
派
の
一
つ
と
し
て
中
心
的
に
動
く
が
、
そ
れ
を
機
に
政
友

会
と
の
合
併
の
道
筋
も
用
意
さ
れ
る
。

ま
た
労
働
運
動
、
小
作
人
運
動
、
社
会
主
義
運
動
、
朝
鮮
独
立
運

動
な
ど
を
抑
圧
す
る
狙
い
を
も
つ
過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
の
提
案

に
際
し
て
も
、
星
島
は
、
立
憲
国
民
党
、
革
新
倶
楽
部
に
あ
っ
て
、
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そ
の
先
頭
に
立
っ
て
反
対
運
動
に
力
を
注
い
だ
。
最
終
的
に
も
未
成

立
に
追
い
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
あ
と
大
正
末
に
、
普
通
選

挙
法
と
と
も
に
、
治
安
維
持
法
が
上
程
さ
れ
る
際
に
も
、
星
島
は
治

安
維
持
法
に
は
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
が
、
同
法
の
成
立
は
阻
止
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
戦
時
下
に
も
、
自
由
と
民
主
主
義
の
立
場
を
守
っ
た
。
聖

戦
遂
行
・
支
援
の
翼
賛
選
挙
の
時
代
に
も
、
そ
の
流
れ
に
ス
ト
レ
ー

ト
に
は
乗
ら
ず
、
非
推
薦
候
補
と
し
て
立
候
補
、
当
選
を
果
た
し
て

い
る
。

そ
の
他
、
女
性
参
政
権
、
廃
娼
運
動
な
ど
差
別
さ
れ
る
側
の
女
性

の
立
場
や
運
動
に
も
参
加
や
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

戦
後
の
足
跡

星
島
は
、
戦
前
・
戦
中
と
自
由
と
民
主
主
義
の
立
場
・
姿
勢
を
貫

い
た
の
で
、
戦
争
責
任
と
は
関
係
が
な
く
、
戦
後
す
ぐ
に
前
面
に
出

て
、
国
会
中
心
に
政
治
家
と
し
て
活
動
を
再
開
で
き
た
。
大
臣
に
就

任
す
る
他
、
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
は
全

権
委
員
と
し
て
列
席
し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
六
四
歳
で
あ
り
、
以

後
、
長
老
と
し
て
少
し
ず
つ
政
界
の
表
舞
台
か
ら
見
え
な
い
位
置
に

身
を
引
く
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
吉
田
茂
首
相
の
ワ
ン
マ
ン
的
な
体
質
と
は
あ
わ
ず
、

地
味
な
な
か
に
も
、
当
時
で
は
民
主
的
と
受
け
と
め
ら
れ
た
鳩
山
一
郎

首
相
の
擁
立
に
は
積
極
的
に
動
い
た
。
鳩
山
と
は
戦
中
・
終
戦
直
後
と

行
動
を
共
に
し
て
い
た
が
、
星
島
の
自
由
主
義
的
な
理
念
・
生
き
方
が

久
し
振
り
に
明
快
に
表
に
出
て
、
役
立
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
、
七
一
歳
で
衆
議
院
議
長
に
就
任
す
る
。
た
だ
し
、

た
ま
た
ま
与
野
党
が
激
突
す
る
警
職
法（
警
察
官
職
務
執
行
法
）改

正
の
審
議
に
直
面
し
、
立
場
上
与
党
の
要
請
を
受
け
い
れ
ざ
る
を
え

ず
、
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
僅
か
半
年
で
議
長
職
の
辞
任
の
や
む
な

き
に
い
た
っ
た
。
以
後
、
華
や
か
な
表
舞
台
か
ら
は
す
っ
か
り
距
離

を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
白
梅
学
園
の
理
事
、
さ
ら
に
理
事
長
に
就

任
し
た
の
は
、こ
の
よ
う
な
政
界
を
引
退
し
た
後
の
時
代
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
一
月
三
日
、
星
島
は
惜
し
ま
れ
つ
つ
生
涯
を
終
え
た
。

享
年
九
二
歳
。
長
命
で
あ
っ
た
が
、
無
駄
な
長
生
き
で
は
な
く
、
日

本
の
社
会
に
と
っ
て
は
自
由
と
民
主
主
義
を
実
現
す
る
た
め
に
貴
重

で
必
要
な
九
〇
余
年
で
あ
っ
た
。

星
島
の
評
価

冒
頭
に
、
星
島
は
、「
一
貫
し
て
」
自
由
主
義
・
民
主
主
義
の
立

場
で
活
躍
し
た
と
記
し
た
。
戦
前
日
本
の
よ
う
に
自
由
主
義
者
・
民

主
主
義
者
さ
え
思
い
の
ま
ま
自
由
に
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
状
況

に
は
な
く
、
む
し
ろ
言
論
な
ど
へ
の
抑
圧
的
な
社
会
・
時
代
に
は
、

自
由
で
民
主
的
な
立
場
は
、
進
歩
的
・
革
新
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
の
よ
う
に
民
主
主
義
の
社
会
・
時
代
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に
な
る
と
、
自
由
も
民
主
も
日
常
化
す
る
の
で
、
必
ず
し
も
目
立
た

な
い
存
在
・
立
場
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

星
島
は
、
戦
後
も
、
大
臣
、
衆
議
院
議
長
な
ど
大
役
を
い
く
つ
も

担
う
よ
う
に
、
全
く
片
隅
に
の
み
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

決
し
て
華
や
か
な
脚
光
を
浴
び
る
役
割
を
演
じ
続
け
た
わ
け
で
も
な

か
っ
た
。
政
治
家
と
し
て
は
大
い
に
先
見
の
明
も
あ
っ
た
が
、
も
と

も
と
闘
志
や
派
手
さ
を
表
に
出
す
人
で
は
な
か
っ
た
し
、
戦
後
は
地

味
に
さ
え
見
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
山
の
地
元
の
人
た
ち
は
、
戦
前
の
厳
し
く

苦
難
の
多
い
時
代
に
星
島
の
果
た
し
た
民
衆
の
側
に
立
っ
た
先
駆

的
・
進
取
的
役
割
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
活
動
が
そ
れ
ほ

ど
目
立
た
な
く
な
っ
た
時
も
、
彼
が
自
ら
身
を
引
く
ま
で
衆
議
院
議

員
と
し
て
国
会
に
送
り
つ
づ
け
る
敬
意
と
尊
敬
の
念
は
失
わ
な
か
っ

た
。
倉
敷
市
も
、
一
九
六
九
年
に
星
島
を
名
誉
市
民
に
選
定
し
、
そ

の
功
績
を
称
え
て
い
る
。

私
ど
も
も
、
戦
後
は
当
り
前
に
な
っ
て
こ
と
さ
ら
有
難
味
が
認
識

さ
れ
な
く
な
っ
た
言
論
の
自
由
、
普
通
選
挙
、
男
女
平
等
な
ど
の
実

現
に
、
理
解
者
・
支
持
者
の
多
く
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
先
駆
的
な

灯
を
と
も
し
続
け
た
星
島
の
活
動
・
役
割
を
、
白
梅
学
園
に
と
っ
て

も
誇
り
と
し
て
、
忘
れ
ず
に
思
い
起
し
、
再
評
価
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
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